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要 約

弱樹勢の“不知火”に対して樹勢強化の基礎資料を得るため、着果量と樹体反応との関

係について“太田ポンカン”および“青島温州”を加えて検討した。露地栽培の“不知火

”では着果負担が大きいと樹体の生育量、特に細根の減少が大きく、樹の衰弱を助長した｡

“太田ポンカン”についてみると“不知火”同様に着果負担の影響は強かったが、これ

にコリン系化合物溶液を散布することで細根量が増加した｡ “青島温州”ではコリン系化

合物溶液を葉面散布すると、地上、地下部、細根量ともに29～32％増加した。処理方法で

は土壌処理よりも葉面散布の効果が大きかった。これらの結果から、着果負担が樹勢低下

に及ぼす影響は明らかであった。したがって、適正着果量に調節したのちコリン系化合物

溶液を散布する方法は、樹勢の弱い“不知火”の樹勢維持対策の１つとして使用できるこ

とが示唆された。
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Ⅰ 緒言

現在栽培されている“不知火”はカンキツの中で枝変

わりの極早生温州品種と同様に樹勢が弱いため、樹勢の

維持・強化に重きをおいた栽培管理が要求される3,14)。

しかし、栽培適地以外でも栽培面積が急増したため、現

場では樹勢の衰弱が大きな問題となっており、その原因

として細根量の少ないことが指摘されている３）。

平山ら14)(1996)によると“不知火”の樹勢維持・強化

には施設栽培が有効であることが報告されている。すな

わち、施設栽培によって露地栽培より新梢伸長が促進さ

れ、葉も大きくなり収量も増加する。しかし、施設栽培

導入のためには初期投資がかかることや立地条件が問題

となるため、施設栽培面積は増加しているものの、現在

でも露地栽培が主体となっている。ちなみに、熊本県の

栽培面積に対する施設化率は20％弱である。

ところで、ウンシュウミカンでは、過度の着果負担に

よって根量が減少し、樹勢低下や隔年結果が助長される

ことが報告されている5,8,15,18)。しかし、“不知火”につい

ては栽培が始まってまだ日が浅いため、樹勢と着果に関

する報告はほとんどみられない。そこで一つは樹体生理、

特に着果負担の面から樹勢衰弱の助長要因を検討した。

また、露地栽培の“不知火”については、そのほとん

どがナツミカンやウンシュウミカンを中間台とした高接

ぎ樹であることから、ウイルスやウイロイドを保毒して

いる可能性も高く、これが樹勢衰弱の原因になっている

場合も考えられる。農林水産省果樹試験場カンキツ部で

は、“不知火”のウイルスフリー化を行い、トリステザ

ウイルスの弱毒系である M-16A を接種したところ、樹

勢は良好となったことを報告している。熊本県では1999

年から M-16A“不知火”苗の供給を開始したが、農家

に普及するまでにはまだ時間がかかることから、ウイル

スフリー化による樹勢維持の早期解決には至らないとみ

られる。

そこで、樹勢維持の応急的な方法の１つとして薬剤処

理によって樹勢の維持・強化が図られれば、既存の“不

知火”に対する普及性も高いと考えられる。今回使用し

たコリン系化合物の効果として、カンショでは発根促進

やイモ重の増加6,13)、水稲では収量増加や登熟促進効果19)
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物の試験事例から考えると処理によって光合成能が高ま

り、同化産物が増加することによって地下部への供給が

多くなり、細根が増加したのではないかと推察される。

また、“青島温州”を用いて処理方法の検討を行ったと

ころ、土壌潅注に比べて葉面散布の効果が顕著であり、

地上部、地下部ともに乾物重は増加した。樹体全重量

(dw)に対する器官別割合には変化がみられないことか

ら、地上部と地下部の生育をともに強化させる機能を有

していることを示唆している。

以上の結果から、着果負担が樹勢低下に及ぼす影響は

明らかであり、摘果による着果量の調節は樹勢維持に有

効であることが明らかとなった。今回、摘果時期の検討

はしていないが、宮田15)(1985)は、隔年結果防止のため

には“川野ナツダイダイ”および“ハッサク”では７月

下旬までに、“宮内イヨカン”では７月上旬までに実施

することが必要だとしている。“不知火”も同様に７月

下旬頃までに摘果を行って着果負担を早期に軽減するこ

とが樹勢維持につながると推察される。また、コリン系

化合物溶液の処理が、“不知火”に対する樹勢低下防止

策の１つとして使用できることが示唆された。
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Summary
Rerationships between fruit load and tree growth in citrus cultivar“shiranuhi” were investigated.Overcropping in citrus

cultivar

“shiranuhi”grown open culture was decreased in quantity of growth, specially fibrous root. Overcropping had become weak

tree vigor.Similarly,citrus cultivar“ota-ponkan”was affected fruit load. Citrus cultivar“ota-ponkan”was sprayed a chemikal

compound choline solution increased fibrous root. Satsuma mandarin“aosima unsyu”was sprayed a chemikal compound choline

solution increased up to 29～32 percent both above-ground part,underground part and fibrous root. A foliar spray was better

than a soil-drenching treatment in a method of treatment. These results suggest that tree vigor was lower clearly under the

influence of overcropping. While,it was sprayed a chemikal compound choline solution after suitable fruiting regulatory had an

effect on keeping tree vigor.

Keyword： shiranuhi , fruit load , fibrous root , a chemikal compound choline solution , spray

RESERCH BULLETIN OF THE KUMAMOTO PREFECTURAL AGRICULTURAL RESEARCH CENTER(2000)

熊本県農業研究センター研究報告 第９号

109




